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「
私
の
一
生
を
決
め
た
出

合
い
で
し
た
」
。
残
暑
厳
し

い
、
１
９
６
８
年
８
月
２７

日
、
東
京
経
済
大
の
色
川
大

吉
教
授
（
当
時
）
の
下
で
、

近
代
史
を
学
ぶ
ゼ
ミ
生
１０
人

が
、
山
深
い
人
里
離
れ
た
谷

間
に
あ
る
東
京
・
西
多
摩
郡

五
日
市
町
（
現
・
あ
き
る
野

市
）
の
旧
家
の
土
蔵
を
訪
ね

た
。
当
時
の
ゼ
ミ
長
が
大
学

４
年
だ
っ
た
新
井
教
授
。

こ
の
年
は
�
明
治
１
０
０

年
�
。
そ
の
意
義
を
、
地
域
か

ら
検
証
し
よ
う
と
す
る
ゼ
ミ

活
動
の
調
査
だ
っ
た
。
長
年

閉
ざ
さ
れ
朽
ち
か
け
た
蔵
に

か
ね
て
注
目
し
て
い
た
色
川

ゼ
ミ
は
、
粘
り
強
い
交
渉
の

末
、
扉
を
つ
い
に
開
け
た
。

裸
電
球
を
と
も
し
た
２
階

で
、
竹
製
の
弁
当
箱
の
よ
う

な
入
れ
物
を
新
井
教
授
が
手

に
し
た
。
開
け
て
み
る
と
、

こ
の
地
方
の
自
由
民
権
運
動

の
史
料
と
と
も
に
、
底
の
方

に
風
呂
敷
に
く
る
ま
っ
た
２４

枚
つ
づ
り
の
和
紙
の
束
が
入

っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
墨
書

で
憲
法
の
条
文
が
記
さ
れ
て

い
た
。
「
そ
の
時
は
、
明
治

憲
法
か
、
ほ
か
の
私
擬
憲
法

（
※
）
の
写
し
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」

当
主
に
断
っ
て
包
み
を
宿

に
持
ち
帰
り
、
色
川
教
授
に

報
告
。す
る
と「
そ
れ
を
基
に

卒
論
を
考
案
せ
よ
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
１２
月
の
締

め
切
り
ま
で
数
カ
月
。
全
力

で
解
読
と
調
査
を
進
め
る

と
、
ほ
か
の
憲
法
草
案
の
写

し
で
は
な
い
、
明
治
憲
法
よ

り
も
前
に
起
草
さ
れ
た
三
多

摩
地
方
の
私
擬
憲
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
第
一
級

の
史
料
の
発
見
に
よ
る
卒
論

と
な
っ
た
。の
ち
に「
五
日
市

憲
法
草
案
」と
命
名
さ
れ
た
。

１
８
８
１
年
（
明
治
１４
）

に
誕
生
し
た
「
五
日
市
憲
法

草
案
」
は
、
宮
城
県
出
身
で

各
地
を
放
浪
し
た
の
ち
に
五

日
市
に
移
り
住
ん
だ
小
学
校

教
員
の
千
葉
卓
三
郎
が
、
地

元
の
青
年
た
ち
と
討
論
を
重

ね
て
練
り
上
げ
た
。

全
２
０
４
条
に
お
よ
ぶ
条

文
は
、
自
由
民
権
運
動
の
う

ね
り
の
中
に
生
ま
れ
た
多
く

の
私
擬
憲
法
の
な
か
で
も
、

と
り
わ
け
基
本
的
人
権
な
ど

国
民
の
権
利
尊
重
の
色
合
い

が
濃
い
。

「
今
の
日
本
国
憲
法
に
ほ

ぼ
匹
敵
す
る
先
駆
的
な
内
容

が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
憲
法
が
無
名
の
民

に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
て
い

た
。
ま
さ
に
『
民
衆
憲
法
』

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
新

井
教
授
は
分
析
す
る
。

新
井
教
授
は
こ
の
発
見
を

機
に
、
自
由
民
権
運
動
の
地

域
で
の
展
開
と
そ
の
伝
承
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。
東
京

都
町
田
市
の
自
由
民
権
資
料

館
の
開
設
に
も
尽
力
。
新
井

ゼ
ミ
で
は
軍
事
郵
便
の
解
読

と
い
う
独
特
な
手
法
で
戦
争

を
考
え
る
活
動
を
進
め
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
根
元
に
あ
る

の
は
、
突
き
上
げ
る
よ
う
な

情
熱
で
時
代
に
対
峙
し
た
、

民
衆
の
ま
な
ざ
し
だ
。
「
あ

の
発
見
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
」
。
新
井
教
授
は
も
う
一

度
繰
り
返
し
た
。

し

ぎ

※
私
擬
憲
法
∥
明
治
期
に
民

間
で
起
草
さ
れ
た
憲
法

専
修
大
学
図
書
館
特
別
展

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
自
由
民

権
」
（
１１
月
１９
日
～
２６
日
）

で
、
「
五
日
市
憲
法
草
案
」

（
複
製
）
が
本
学
で
初
展
示

さ
れ
た
。
明
治
時
代
前
期
の

自
由
民
権
運
動
期
に
編
ま

れ
、
民
主
主
義
の
志
に
重
き

を
置
い
た
も
の
だ
。
今
年
１０

月
に
７９
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
皇
后
陛
下
が
言
及
し
、「
世

界
で
も
珍
し
い
文
化
遺
産
」

と
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
発
見
者

の
一
人
で
あ
る
新
井
勝
紘
文

学
部
教
授
（
近
現
代
史
）
に

当
時
の
様
子
と
、
同
憲
法
の

意
義
を
聞
い
た
。

「
柳
田
芙
美
緒
写
真
展
～

戦
地
発
・
写
真
で
つ
な
ぐ
メ

ッ
セ
ー
ジ
～
」
が
専
修
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

１１
月
７
日
か
ら
１２
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。

写
真
展
は
、
軍
事
郵
便
を

読
み
解
く
こ
と
で
戦
争
を
考

え
る
実
習
を
行
っ
て
い
る
新

井
勝
紘
ゼ
ミ
（
文
学
部
歴
史

学
科
）
が
企
画
。
詩
人
・
文

筆
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
カ

メ
ラ
マ
ン
、
柳
田
芙
美
緒
さ

ん
（
１
９
０
９
～
１
９
８

７
）
の
作
品
な
ど
約
５０
点
が

展
示
さ
れ
た
。
柳
田
写
真
展

を
関
東
地
方
で
実
施
す
る
の

は
初
め
て
の
試
み
。

柳
田
さ
ん
は
、
３０
年
に
郷

土
部
隊
「
静
岡
３４
連
隊
」
に

同
行
、
１０
年
間
に
わ
た
っ
て

陸
軍
静
岡
連
隊
付
き
写
真
師

と
し
て
戦
地
に
赴
き
、
庶
民

の
目
線
で
戦
場
で
の
「
兵
士

の
日
常
」
を
記
録
し
た
。
作

品
は
、
ラ
ン
プ
の
前
で
家
族

か
ら
と
思
わ
れ
る
軍
事
郵
便

を
一
心
に
読
む
兵
士
の
姿
な

ど
、
人
間
愛
に
焦
点
を
定
め

た
も
の
ば
か
り
。

新
井
ゼ
ミ
は
２
０
１
０
年

か
ら
、
静
岡
市
の
柳
田
写
真

室
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
量
の

戦
時
期
の
写
真
・
ネ
ガ
の
目

録
づ
く
り
や
整
理
に
関
わ
っ

て
き
た
。
今
年
、
柳
田
さ
ん

の
遺
族
が
住
む
静
岡
市
に
５

往
復
し
て
写
真
の
整
理
や
準

備
を
進
め
た
ゼ
ミ
長
の
三
春

雄
太
さ
ん
（
文
３
）
は
、「
柳

田
写
真
」
の
中
で
、
ド
ラ
ム

缶
の
風
呂
に
入
っ
て
わ
ず
か

な
く
つ
ろ
ぎ
の
表
情
を
見
せ

る
兵
士
の
写
真
を
最
も
気
に

入
っ
て
い
る
。
「
兵
士
の
日

常
を
撮
影
し
た
作
品
か
ら
見

え
る
も
の
は
、
軍
事
郵
便
の

内
容
と
つ
な
が
る
。
平
和
の

尊
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

話
す
。

自
然
科
学
研
究
所
と
文
学

部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
共
同
研
究
会
・
公
開

講
座
が
１１
月
２５
日
、
生
田
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。「
自
然
環
境
と
人

間
生
活
の
接
点
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
本
学
の
教
員

ら
４
人
が
報
告
を
し
た
。

環
境
の
変
化
と
社
会
・
文

化
の
関
連
を
探
ろ
う
と
、
自

然
科
学
系
と
人
文
科
学
系
の

教
員
が
共
同
で
企
画
。
本
学

が
来
年
度
か
ら
導
入
を
進
め

て
い
る
「
新
・
学
士
課
程
教

育
」
∥
１
面
参
照
∥
に
お
け

る
「
融
合
領
域
科
目
」
の
趣

旨
に
沿
う
。
井
上
幸
孝
文
学

部
准
教
授
（
歴
史
学
・
メ
キ

シ
コ
史
）
と
と
も
に
主
催
者

側
の
佐
藤
暢
経
営
学
部
准
教

授
（
海
洋
底
岩
石
学
・
テ
ク

ト
ニ
ク
ス
）
は
「
今
日
を
き

っ
か
け
に
さ
ら
に
内
容
を
検

討
し
、
文
理
融
合
型
の
科
目

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

報
告
者
と
テ
ー
マ
は
次
の

と
お
り
（
発
表
順
）
。
▽
井

上
准
教
授
「
ア
ス
テ
カ
文
明

に
お
け
る
自
然
・
環
境
の
記

録
」
▽
鳥
塚
あ
ゆ
ち
非
常
勤

講
師
（
文
化
人
類
学
・
牧
畜

文
化
研
究
）
「
ア
ン
デ
ス
の

自
然
と
動
物
の
生
活
」
▽
五

反
田
克
也
千
葉
商
科
大
学
政

策
情
報
学
部
准
教
授
（
古
環

境
学
）
「
湖
の
底
か
ら
探
る

過
去
の
環
境
変
遷
と
人
間
活

動
の
関
係
」
▽
佐
藤
准
教
授

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
の
変

遷
と
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
の
変

遷
」報

告
後
の
全
体
討
論
で

は
、
「
日
食
な
ど
の
周
期
的

に
起
こ
る
天
体
現
象
は
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
計
算
で

き
る
。
ア
ス
テ
カ
文
明
の
絵

文
書
に
残
る
記
録
と
照
ら
し

合
わ
せ
れ
ば
、
年
代
が
特
定

で
き
る
」
（
佐
藤
准
教
授
）

な
ど
、
専
門
分
野
を
生
か
し

た
協
力
体
制
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

年
に
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
∥
本
学
学
生
・

大
学
院
生
（
５０
人
）
、
卒
業

生
（
３０
人
）
、
在
学
生
の
ご

父
母
・
保
護
者
（
２０
人
）

▽
募
集
期
間
∥
１２
月
２１
日

（
土
）
～
２
０
１
４
年
１
月

５
日
（
日
）

▽
応
募
方
法
∥
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
応
募
要
領
を
ご
覧
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
お
問

い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
営
委
員
会
事
務
局
（
広
報

課
）
メ
ー
ル
（h

p
c
o
m
m
@
a
c

c
.
s
e
n
s
h
u-
u
.
a
c
.
j
p

）ま
で

最
終
講
義
の
ご
案
内

〈
１２
月
１２
日
現
在
〉

学
部
学
科
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
藤
本
一
美
法
学
部
教
授

・
１
月
１５
日
（
水
）
３
時
限

・
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
３

教
室

・
テ
ー
マ
∥
「
『
近
い
う
ち

に
解
散
』
・
総
選
挙
」

◆
奥
村
輝
夫
商
学
部
教
授

・
１
月
１６
日
（
木
）
２
時
限

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
７
３

教
室

・
テ
ー
マ
∥
「
研
究
・
教
育

の
追
憶
」

◆
大
西
勝
明
商
学
部
教
授

・
１
月
８
日
（
水
）
１
時
限

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
２

０
２
教
室

・
テ
ー
マ
∥
「
半
世
紀
に
及

ぶ
向
ヶ
丘
で
の
研
究
・
教
育

生
活
」

◆
小
山
利
彦
文
学
部
教
授

・
１
月
９
日
（
木
）
２
時
限

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
０
２

教
室

・
テ
ー
マ
∥
「
天
皇
の
秘
曲

・
御
神
楽
」

図
書
館

特
別
展
「
五
日
市
憲
法
草
案
」

◆
新
井
ゼ
ミ
が
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
遺
作
写
真
展
◆

兵
士
の
日
常
を
記
録

▲ 全２０４条から成る「五日市憲法草案」

＝生田キャンパスの図書館特別展で

「
自
然
環
境
と
人
間
生
活
の
接
点
を
考
え
る
」

融
合
領
域
科
目
へ
向
け
た
研
究
会
開
催

▲

起
草
者
の
千
葉
卓
三
郎

の
写
真
を
前
に
「
五
日

市
憲
法
草
案
」
発
見
時

を
語
る
新
井
教
授

７９歳の誕生日 皇后陛下が言及

「まさに民衆憲法の名にふさわしい」

▶

井
上
准
教
授

▶

新
井
教
授
と
ゼ
ミ
生

▶

佐
藤
准
教
授

４５年前の発見現場にいた新井教授

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
モ
ニ
タ
ー
募
集
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